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和文抄録：

　学校体育は、身体的能力や運動技術の向上
だけではなく、心理的・社会的なスキルの向
上もその目的とされている。本研究の目的は、
高校体育においてダンス授業の効果を身体
面・心理面・心理社会面から検討することで
あった。ダンス授業の効果は、体育授業でダ
ンスを受講している高校生女子154名を対象
として、身体的・心理的・心理社会的スキル
について回答を求めた質問紙を用いて検討し
た。その結果、単純集計において心理的・心
理社会的スキルを示す項目に比較的高い値の

得点がみられた。また、対象者が現在所属し
ている部活動の分類で各側面の得点を比較し
たところ、身体的スキルにおいて所属してい
ない群が所属している群に比べ、得点が有意
に高かった。また、対象者の中学校までのス
ポーツ経験の有無で各側面の得点を比較した
ところ、中学校までのスポーツ未経験群がス
ポーツ経験群に比べて各側面の得点が高い傾
向にあった。これらのことから、ダンスの授
業の効果は、対象者の心理的スキルや心理社
会的スキルの向上に効果があった可能性があ
り、また、身体的スキルの向上には現在の部
活動への所属やこれまでのスポーツ経験は重
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要ではないことが示唆された。

１．問題と目的

　近年、いじめや不登校、少年犯罪といった
児童・生徒に関する問題行動が増加傾向にあ
り、その背景にはライフスキルなどの心理社
会的スキルの欠如が指摘されている１） 。ラ
イフスキルは「日常生活において生じる様々
な問題や要求に対して、建設的かつ効果的に
対処するために必要な（心理社会的）能力」
と定義されており２）、21世紀の教育目標であ
る「生きる力」に極めて類似した概念である
と考えられている３）。したがって、児童・生
徒の日常生活の主な行動範囲である学校現場
において、ライフスキルの獲得を促進させる
ような学習が求められている。
　学校における体育（以下、「学校体育」と
する）は、2008年３月に学校教育法の一部改
正と中学校学習指導要領の改訂が行われ、改
訂の要点の１つとして「小学校から高等学校
までの12年間を見通して指導内容の明確化・
体系化を図る」ことが提言された。その中
で、学校段階の接続と発達段階（４・４・４）
に応じた知識や技能の体系化が図られている
４）。つまり、各学校段階の接続や発達段階に
応じた教育を行う必要性が求められ、さらに
現行の学習指導要領や今後の指導要領の趣旨
とされる生涯にわたる運動・スポーツを実践
する基礎を培う重要な位置づけであるといえ
よう。また、学校現場におけるライフスキル
などの心理社会的な能力は、体育授業によっ
て獲得することが求められている。体育授業
では、身体的能力や運動技術を向上させるこ
とに加えて、このような心理的や社会的なス
キルの獲得をもその目的とされてきた５）。さ
らに、ライフスキルなどのスキルは学習し、
経験し、練習することによって獲得可能な能

力 と考えられており３）、児童・生徒が日常
生活をより良く過ごしていくためには、体育
授業の運動やスポーツを通じてスキルを獲得
していく必要があるだろう。また、上述した
ようなスキルの獲得に対しては、先述の学習
指導要領改訂に関する中央教育審議会答申の

「思考力・判断力・表現力等の育成」の具体
的方法６）として「体験から感じ取ったこと
を表現する」、「課題について、構想を立て実
践し、評価・改善する」等を挙げている。中
村７）は、これらの方法はダンスの表現・創
作学習と合致しており、ダンスが「生きる力」
の育成に向けて十分に貢献できると述べてい
る。したがって、ダンス授業が児童・生徒の
心理社会的スキルの獲得を促す可能性がある
といえる。ここで、「心理社会的スキル」と
したのは、ライフスキルが日常生活全般に用
いられるスキルであり、体育授業はその一部
分にしか過ぎないという杉山らの指摘５）が
あったためである。
　学校体育におけるダンスは、中学校におい
て「多くの領域の学習を経験する時期」とし
て2012年度から必修化され、高等学校におい
ても中学校での学習との接続を踏まえて行う
必要がある。ダンス授業は「創作ダンス」、

「フォークダンス」、「現代的なリズムのダン
ス」で構成されており、イメージをとらえた
表現や踊りを通した交流を通して仲間とのコ
ミュニケーションを豊かにすることを重視す
る運動である４）。また、仲間とともに感じを
込めて踊ったり、イメージをとらえて自己を
表現したりすることに楽しさや喜びを味わう
ことができる。高橋８）は、これまでの「スポー
ツ教育」が競技的な志向とは違ったダンスが
持つ独自な文化的・教育的価値の根拠として

「創作・表現過程における人間の理性・完成・
行動のより完全な統合」などの７項目を挙げ
ており、ダンスの在り方について検討してい
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る。また、村田９）や高橋10）は、ダンスには
「習得・活用・探求」の学習が組み込まれて
おり、集団学習のスタイルによる探求型の学
習を主体として、コミュニケーション能力や
認め合う態度、論理的思考力を育むことがで
きるとしている。これらのことは、ダンスが
もつ特性や運動領域としての独自性を示して
おり、体育授業におけるダンスが生徒に与え
る効果についても、そのスキルの獲得が予想
されるであろう。さらに、コミュニケーショ
ンスキルは運動・スポーツ場面における心理
社会的スキルの重要な一つの要素となること
から３）、生徒の当該スキルを獲得する可能性
も示唆される。しかしながら、これまでのダ
ンス授業の実践においては、ダンス授業と運
動・スポーツ場面における心理社会的スキル
の獲得との関係性を報告した研究はほとんど
されていない。また、体育授業の目的である
生徒の身体的スキルや心理的スキルの向上に
ダンス授業がどのように貢献しうるのであろ
うか。これらを明らかにすることによって、
ダンス授業が生徒にどのような効果をもたら
す傾向があるのかが把握でき、その学習内容
を検討していく一資料にもなり得るだろう。

　そこで本研究では、体育授業においてダン
スを受講している高校生女子を対象に、ダン
ス授業が生徒の身体的スキルや心理的スキル
および心理社会的スキルに及ぼす効果を検討
する。　

２．方法

２．１　対象者
　大阪府の K 高等学校の体育授業において、
ダンスを受講している女子生徒160名を対象
とした。その160名のうち、154名から有効回
答を得ることができた（回収率＝96.2％）。
２．２　調査方法および調査時期
　2012年７月、協力校を訪問しダンス授業を
担当している O 教諭に対してインタビュー
調査を行った。O 教諭は、保健体育科の教員
歴15年の教諭であった。O 教諭に確認したの
は、ダンス授業のねらいや学習計画および内
容、対象者の授業場面における様子等であっ
た。また、同９月に再度協力校を訪問し、実
際にダンス（創作ダンス）の授業を見学した。
見学したダンス授業は、単元全22時間中の11
時間目であった（表１）。また、対象の授業
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は２クラス合同で行われ、体育教師が２人で
行う Team-teaching による指導を行ってい
た。その際、O 教諭の指導方法や指導内容
および生徒のダンスに対する様子等を確認し
た。実際の調査時期は、同10月に行った。

２．３　調査内容及び項目の作成および選定
　以下の手順において、40項目（フェイス
シートの項目を除く）の質問紙を作成した。

２．３．１　フェイスシート　
　対象者の基本的属性に関する項目（所属
しているクラブ、中学校までのスポーツ経
験）、ダンス授業に対する積極性に関する
項目であった。
２．３．２　身体的・心理的スキルの効果を
評価する項目
　体育授業の実践的効果に関するこれまで
の先行研究や文献11）12）を参考にし、ダン
ス授業に特有と考えられるものや O 教諭
のインタビュー調査の結果を踏まえ質問項
目を作成した。身体的スキルに関する項目
においては「ダンスの授業を行って体力が
向上した」、「ダンスの授業で、足腰が強く
なったと感じる」、「ダンスの授業をして、
ケガしにくくなった」などの15項目であっ
た。一方で、心理的スキルに関する項目で
は「自分の気持ちをコントロールすること
ができた」、「ダンスはストレスの解消に
なった」、「恥ずかしがらず思い切って踊る
ことができた」などの15項目であった。項
目の評定は、４件法（４：とても当てはまる、
３：わりと当てはまる、２：あまり当ては
まらない、１：全然当てはまらない）より
行い、分析の際に選択肢の数値をそのまま
得点化した（逆転項目に関しては、数値を
逆転し得点化した）。
２. ３. ３　心理社会的なスキルの効果を評
価する項目　　

　心理社会的スキルに関する項目は、上野
13）の定義に基づき心理社会的スキルを社会
的および対人的側面を含んだ心理的スキルと
捉え、また身体的・心理的スキルと同様に、
O 教諭のインタビュー調査の結果を踏まえ10
項目を作成した。実際の項目は、「授業で友
達ともっと仲良くなった」や「自分からグルー
プに発言できるようになった」などであった。
項目の評定は、４件法（４：とても当てはまる、
３：わりと当てはまる、２：あまり当てはま
らない、1：全然当てはまらない）より行い、
分析の際に選択肢の数値をそのまま得点化し
た。
２．４　分析方法
　ダンス授業の「身体的スキル」や「心理的
スキル」および「心理社会的スキル」の効果
を評価する40項目を単純集計し、平均値およ
び標準偏差から標本分布に偏りがないかどう
かを確認した。また、その三側面それぞれの
関係性を検証するために、Pearson の積率相
関係数を用いた。さらに、各スキルの獲得に
ついて「現在所属している部活動の分類別」、

「スポーツ経験の有無」のそれぞれのグルー
プ間で有意な差がみられるかを検証した。全
ての統計処理は統計解析ソフト（SPSS20.0 
for Windows）を使用して行い、統計的有意
水準は５%未満に設定した。

３．結果

３．１　各スキルと各項目の単純集計
　以下の表２に各スキルの単純集計の結果
を示した。「身体的スキル（M（SD）=35.49

（12.21））」、「 心 理 的 ス キ ル（M（SD） ＝
36.01（10.20））」「心理社会的スキル（M（SD）
＝24.03（6.89））」という結果であった。各
項目でみると、「正しいダンスができるよう
努力した（M（SD）=2.50（.87））」、「友達と
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協力して授業に取り組んだ（M（SD）=2.49
（.83））」、「自分からグループに発言できるよ
うになった（M（SD）=2.49（.92））」などの
心理的・社会的なスキルに高い値がみられた。

３．２　各スキルの得点間の関係性
　次に、各スキルの得点間の関係性を表３に
示した。
　それによると、各スキルは非常に強い正の
相関関係にあることがわかった。特に、「心
理的スキル」と「心理社会的スキル」は .90
以上の値であった。体育授業がねらいとする
身体的な能力や運動技術の向上や心理的・社

会的なスキルの獲得に強い関係性を示す結果
となった。

３．３　対象者が現在所属している部活動の
分類での比較
　ダンス授業の効果について、対象者が現在
所属している部活動の分類（体育系・文化系・
無所属）で有意な差がみられるかを一元配置
分散分析によって検証した。結果を以下の表
４に示す。
　分散分析の結果、身体的スキルに有意な主
効果が認められた。Bonferroni 法による多重
比較検定の結果、部活動に所属していない群

表２　各スキルの項目の平均値および標準偏差



山本　浩二　中井　　聖

－54－

の方が部活動に所属している群よりも得点が
高い結果を示した。

３．４　中学校までのスポーツ経験の有無か
らの比較
　ダンス授業の効果を、対象者の中学校まで
のスポーツ経験の有無で有意な差がみられる
かについて一元配置分散分析によって比較し
た。結果を以下の表５に示す。
　分散分析の結果、身体的スキルや心理的ス
キルおよび心理社会的スキルの三側面におい
て有意な差がみられなかった。また、得点自
体をみてもスポーツ経験群と未経験群の平均
値にほとんど差はみられなかった。

４．考察

　まず、単純集計の結果において身体的スキ
ルや心理的スキルおよび心理社会的スキルへ
の効果について、特に高い得点はみられな
かった．各項目でみると、心理的スキルと心
理社会的スキルに含まれる項目に比較的高い
得点の項目がみられ、身体的スキルの項目に
はみられなかった。このことは、高橋８）が
述べているように競技性志向の強いスポーツ
とは違うダンスの在り方から、ダンス授業が
身体的スキルに大きな効果を与えなかったと
考えられる。一方で、心理的・心理社会的ス
キルの側面に比較的高い得点がみられたこと
は、村田９）や高橋10）がダンスの独自性を述
べているように、コミュニケーション能力の
向上やお互いを認め合う態度および論理的思
考を育むことから、生徒にそのような効果を
もたらしたことが考えられる。
　次に、各スキルの得点間の関係性をみてみ
ると、スキル間で非常に強い正の相関関係が
認められた。これは先述したように、体育授
業は身体的能力や運動技術の向上、さらには
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心理的や社会的なスキルの獲得が目的とされ
ており５）、本研究で実際に調査したダンス授
業がその目的に沿って行われていたことが示
唆される。
　さらに、各スキルの平均値を対象者が現在
所属している部活動の分類で比較したとこ
ろ、身体的スキルにおいて部活動に所属して
いない群が部活動に所属している群よりも得
点が有意に高かった。多重比較の結果をみて
も文化系や運動系の部活動に所属している群
よりも得点が高い結果が示された。また、心
理的スキルや心理社会的スキルの各側面にお
いても同様に部活動に所属していない群が部
活動に所属している群よりも得点が高い傾向
にあった。上野・中込14）は、高校において
運動部活動に参加している生徒と参加してい
ない生徒のライフスキルを比較し、運動部に
参加している生徒の方が、スポーツ活動にお
ける心理社会的スキルやライフスキル獲得の
程度が高いことを報告しており、本研究結果
はそのようなスキルの獲得について支持しな
い可能性があった。また、各スキルの平均値
を中学校までのスポーツ経験の有無で比較し
たところ、身体的スキル・心理的スキル・心
理社会的スキルのそれぞれの側面において有
意な差はみられなかったが、中学校までス
ポーツ経験が無い群の方が、各スキルの得
点は高い傾向にあった。このことは、中井15）

らが報告しているスポーツ経験が多いほど運
動場面での心理社会的スキルが高いという調
査報告を支持しない結果となった。これらの
ことから、ダンス授業においては、現在の部
活動への所属や中学校までのスポーツ経験が
そのスキル獲得に重要でない可能性が示唆さ
れた。また、ダンス授業は高橋８）が「ダン
ス文化を基盤とする身体表現技術の教育とし
て理解されるべき」と述べているように、身
体的能力の向上よりも自己を表現すること

や、コミュニケーション能力を育むことが期
待されている。そのため、部活動での運動・
スポーツやこれまでの運動・スポーツ経験に
おいて身体的スキルには関係があまりなかっ
たのではないだろうか。しかしながら、本研
究で作成した質問項目においてダンス授業の
みの効果について回答を求めている点から、
現在、部活動に所属していない生徒やこれま
でのスポーツ経験が無い生徒の方がその効果
を実感していることが推察される。反対に、
スポーツ経験がある生徒は、すでにそのよう
なスキルを獲得している可能性が示唆され、
ダンス授業のみではその効果が実感されな
かったのではないか。
　最後に、本研究における限界と今後の主な
課題について述べる。本研究では、ダンス授
業の効果を身体的スキルや心理的スキルおよ
び心理社会的スキルの三側面から検討した
が、ダンス授業の単元の中盤での調査となっ
たため、単元途中におけるダンス授業の効果
であった。今後は、協力校のダンス授業の単
元終了後に追跡調査を行うなどして、再度そ
の効果を検討していく必要がある。また、単
元前にも調査を行うことによって、単元前後
の比較を行うことができ、より詳細にダンス
授業を検討していくことが可能である。さら
には、既存の尺度を用いてダンス授業が生徒
にどのような影響を及ぼすかについても明ら
かにしていくことで、今後の授業改善や発展
のための一助となりうるであろう。
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